
　「二葉の里歴史の散歩道」は、不動院から

二葉山のすそを巡って西国街道矢賀一里塚

に至る約12キロの道です。原爆の被害を

受けながらも、広島城築城以来の城下町の

情緒が残る社寺がいくつも残っています。

　「不動院」は16世紀後半、僧恵瓊が再建

したと伝えられ、金堂は、広島市内唯一の

国宝で、国内に残る禅宗様の建造物の中で

も最大級です。その造りは質実剛健、凛と

した美しさです。国の重要文化財である楼

門や鐘楼も見逃せません。

　親鸞ゆかりの大イチョウ（樹齢約350

年）のそびえる安楽寺には柱の焼け跡など

被爆の傷が今も残っています。

　広島城の鬼門を封じる位置に建てられた

「饒津神社」。原爆で神社の全てが焼失しま
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室町から江戸そして今へ。広島の歴史を歩いて楽しむ。
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したが、本殿・向唐門・両部鳥居と順次復

元されました。また、焼け残った「広島東照

宮」の唐門、翼廊、手水舎なども江戸初期

の建築様式を伝える貴重な歴史遺産です。

　二葉山のシリブカガシの群生林は、原爆

で破壊された広島市内に残る貴重な原生

林です。二葉山の山頂からの南方向への眺

望はすばらしく、街の向こうに似島・宮島

や光る瀬戸内海を見ることができます。

　白い塗籠の壁が美しい「國前寺」の本堂

と庫裏にも、江戸初期の遺構が現存してお

り、国の重要文化財に指定されています。こ

こにはおもしろい話が伝わっています。同じ

＜夢街道ルネサンス＞の認定地区である三

次に残る「稲生物怪録」で稲生武太夫が妖

怪からもらった木槌が、この寺に安置され

ているのです。毎年１月７日の「稲生祭」で

開帳されています。

　槍の名手であった可児才蔵を祀る才蔵寺

は、みそで庶民の暮らしを救ったという逸

話から､今では受験シーズンになると地蔵

さんの頭にみそを供えて祈願する人々で賑

わっています。ここからの峠道は、西国街道

が整備される以前の旧山陽道で、峠を下っ

た所に「才蔵寺」の道標が立っています。
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二葉山と牛田山の麓に広がる「二葉の里歴史の散歩道」には、西の
国宝不動院から東は西国街道矢賀一里塚に至る約12キロの区間に
由緒ある神社仏閣が建ち並んでいます。古くは1000年以上の文
化財もあり、広島城が築かれて以降は、鬼門の位置に当たることか
らお城の守護の神聖な場として崇敬されてきていました。沿道には
文人などの石碑や戦争の遺跡も散在しており、広島の歴史を知る貴
重な場所ともなっています。私たちガイドの会は、毎月28日を「ふ
たばの日」として、特徴的な5コースのほか、ご希望のコースに添っ
ての案内も行い、歴史に興味を持っていただくことに努めています。
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「才蔵寺」の可児才蔵の石像と
しだれ桜

広島市内では珍しい吊り橋
「工兵橋」

「國前寺」の庫裏

「広島東照宮」の唐門と翼廊

「同ボランティアガイドの会」
の田川副会長、大谷会長、渡
辺副会長
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広島市東部の総鎮守社「鶴羽根神社」
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